





































































































































































































































































































































































































































































































192 京都マネジメント・レビュー 第 14号
のかを考えてこい．」と．
僕は，「事業」だと思っていましたが，「会社」という言葉が出てきました．僕に「全社
の立場でどうするのかを考えろ」という質問なのです．それを聞いたときに，「会社にとっ
て，ということは，まず会社全体のことを知らないといけないな．」と思いました．それと，
「ライバル会社のことも知らないと答えを出せないな」と．こんなのは教科書にないです
よね．必死に考えて（宿題の答を）持って行くと，褒めもしないし怒りもしない．それで，
次の宿題．それをね，2年間．
聞き手：なるほど．それが全社的な視点を養うきっかけになった，ということですね．
丸　島：みなさんから「どうやって育ったのか」と聞かれるのですが，考えてみたら，場を与えて
くれたことと，あの宿題が当時の僕を一番良く育ててくれたのだと思います．決して教え
てくれないですよ．「考えてこい」ですよ．それで，考えて，発表したことに対してコメ
ントは何もないのです．2年経って，同じような考えをしてきたから，「部長にしてあげる」
と．部長にするためのテストでもあったのですね．当時の教育というのは，「場から必要
なことは自分で吸収しろ」，「自分で考えろ」で，まず教えてくれない．
私が新入社員のときにラッキーだったのは，毎朝，技術部の課長たちが，技術部長だっ
た鈴川さんに行う報告が全部聞こえていたことですね．これが良い教育になった．全部の
内容を聞いていたわけではないですが，その中でいつも怒られている課長がいるので，「な
んで怒られるのかな．」と真剣に部長の思考を追ってみたのですね．そうすると，どこか
で鈴川さんが質問をするのですね．それに答えられないので怒られるのです．それで，「私
が報告するときは，絶対に怒られないようにしよう」と．
同時に，報告に来ていた課長はその後，みんなえらくなりました．だから，課長時代に
その人たちの特性を掴んだので，あとは付き合いやすかったです．新入社員のときにこう
いう場にいたということが，私の教育になりました．でも，ボケっと座っていたら，全然
分からないですよね．
あんなに真剣に聞いたということは，私は仕事をしてなかったのかな．
聞き手：本日はお忙しいところ，大変興味深いお話を頂きました．ありがとうございました．
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